
◎    厄号
陸
燿

購

廷

Ｂ

Ｆ

平
和
観
音
像
開
眼

・
竣
工
式

今日の主な言己事

hi出樹出良
つり  3

、多二∴ツタ″ち″ン

‐60-

N(,199



広報ιラだコ2)

悛隆
蝙
津
軽
テ
ク
一

組
立
て
か
ら
完
成
ま
で

操業から6ヵ 月

工場拡張で200人雇用
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行 く夏を惜 しむ
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「十三の砂山」の流 し踊 りやミコシがとびだし |
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第 11回村民体育大会/
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“

)

う燿
■
に
卜

ｏ

ヵ
．脅
は
ゎ

オ

セ

ド

ウ

縄

文

人

の
葬

法

前

号

の
写

真

オ

セ
ド

ウ

縄

文

人

は

、

相

内

の

お
医

者

宍

倉

宣

て

い
た

相

内

小

学

校

教

師

の
宍

倉

氏

（
宣

孝

氏

の
縁

者

で

し

ょ

う

）

の
談

話

に
よ

っ
て

、

オ

セ

ド

ウ

紐

文

人

の
葬

法

を

再

現

し

貝

塚

の
上

端

、
す

な

わ

ち

現

ト

ル

の
位

置

に

、

頭

部

は

西

北

に
向

か

い
、

足

部

は

東

南

に
向

う

に

脚

を

伸

ば

し

、

両

腕

は

正

ら

れ

て

い
ま

し

た
。

頭

部

お

よ

び
身

体

の
何

れ

の
周

囲

に
も

特

別

な

器

物

が

な

か

っ
た

と

い
う

に

つ

い
て

、

現

柏

谷

教

育

長

さ

オ

セ

ド

ウ

人

は

壮

年

男

子

と
名

づ

け

た

人

類

学

者

長

谷

部

言

人

博

士

に
よ

る

と

、

オ

セ
ド

ウ

貝

塚

人

骨

は

壮

年

男

子

で
あ

頭

蓋

の
最

長

一
七

八

、

最

幅

は

八

三

・

一
強

で
、

縄

文

人

と

し

て

は

稀

に
見

る

程

度

の
、

著

し

い
短

頭

型

で
す

。

こ

の
よ

う

な

頭

蓋

か

ら
推

測

す

る

と

、

脳

量
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で
知

能
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優

外

三

郡
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ど

、

安
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彦
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髄

彦
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葬
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祀
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、
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を

〃

ッ
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。
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だ
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彦
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応
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の
ぞ
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発
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サ
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鈴
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手
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強
く
て
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静
き
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に
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ふ
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ど
解
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も

冒
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と
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化

の
皮
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わ
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包

み
隠

し

て

あ

っ
た

素

性

や

物

事

の
真
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が

化
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に

面

　

と

ほ
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も

な

い
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箸
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も
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サ

も

掛
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な

い
　

手

細

か

い
事

に
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一
々

口
や
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ま
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恥

の
上

塗

り

　

恥

の
恥
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誉

な

う

え

に

ま

た

不

名

誉

な

こ

と

一
事
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万

事

を

決

す
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。

箸

よ

り
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い
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を
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だ

な
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金

持

ち

の
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に
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れ

て
大
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に
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れ
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労
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験

が
な

い
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情報をお寄せ<ださい

し ら 世
役場の電話は62-2111
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）

長
女
志

穂

子

ち
ゃ
Ａ

４
歳
）

山
に
の
ぼ
る
ん
だ
よ
。

津軽テクニカ

女子従業員 を急募

財産区委員決まる

税のなんでも相談

お気軽にどうぞ

一経営安定特別相談―

警察官・交通巡視員

を募集 します

広
報
ロ
ピ
‥

空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う

道
路
、
広
場
や
観
光
地
に
行
く

と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
空

き
缶
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

缶
入
り
飲
料
は
、
手
軽
に
持
ち

運
べ
て
、
ど
こ
で
も
飲
む
こ
と
が

み
終
っ
た
後
は
邪
魔
物
扱
い
で
、

な
に
げ
な
く
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

こ
の
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
美
し
い
自

然
、
生
活
環
境
が
汚
れ
る
こ
と
は

空
き
缶
の
散
乱
は
、
結
局
は
個

将
来
と
も
受
け
継
が
れ
る
豊
か

な
自
然
を
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
が
散
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潰
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